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この論文の目的は、具体的にはシチけリアにおけるゲーテの滞在記録を検討  
し、その見聞した事実や経験を可能な限り精密かつ実証的に解明することにあ  
るが、そのようにして得られた結果から、専らゲーテの個人としての内面的発  
展の過程を考えるとレ、うことは、本論文の主要な目的ではない。真の目的は、  
（1）フランス革命の直前という歴史的時期において一人の西欧人が地中海世界  
とりわけヨーロッパ世界の最先端に位置ナるシチーリアに赴いて、そこで体験  
し形づくった地中海世界の像を辛がかりとして、西欧世界一般が、自己とは異  
質な世界として自覚するに至った地中海世界というものに対して、抱く像を明  
らかにすること。（2）またそのようにして西欧人によって「発見され」た地中  
海像（そこには当然、西欧人としての価値判断が含まれている）を、地中海世界  
の文化の全体像（これは当然、地中海世界の側で自己の文化についてもってい  
る像）の中においてみて、その背景に基いて、それと対比することによって、  
二つの見方の価値判断のちがい（それぞれの「像」は実像とか虚像とかの問題  
ではなく、多くの場合、価値基準のちがいから生ずる、価値判断の相違であ  
る）を対比して考えること。また、（3）その対比を通じて西欧世界と地中海世  
界との、異質性を含みなら統一的なヨーロッパ世界を構成している内面的関連  
性を考究する事、の三点である。   
地中海世界と西欧世界とは、数千年にわたる歴史の発展のうちに培われた文  
イヒの交流、人種の混血、政治的・経済的相互依存性などにも拘らず、明確に対  
極的な世界である。その対極性は、気供・風土・自然から人種・言語・生活様  
式・文化の形態・社会生活・精神のあり方にまで及んでいる。これを一つの表  
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象をもって表現するならば、西欧は森林の世界であり、地中海文明は海洋世界  
である。前者はその風土的性格から自己充足的な農村社会（麦の生産を主体と  
する）に発展し、後者は海外貿易を主体とする対外発展の志向性をもつ都市社  
会（オリーグの生産を主体とする）に発展した。いずれも、その風土的性格が、  
生産の基本的性格をきめ、文化の性格を規定している。西欧社会と地中海世界  
とは、これほど対照的で異質な世界はなく、個別的に考えるならば、これほど  
文化の自己充足性の少いところはない。ヨーロッパは、この二つの文化の相互  
補完関係から成り立っている。然しこの関連性も、多年にわたる歴史的関係や  
宗教的紐帯がなければ、ともすれば遠心力が働いて、別々の方向に分離しかね  
ない内的要因をもっている。それ故ヨーロッパは一つの世界であって一つでな  
い。二つの焦点をもつ楕円の構造であり、二つの焦点が確定していなけれぼヨ  
ーロッパ世界という軌跡は描けない。ヨーロッパは中世社会においては教皇と  
皇帝という二元的な象徴の存在によってそのような構造を政治的にももってい  
たがその時ですら、その関係が円滑さを欠き混乱を招いたことは歴史が証明す  
るところである。近代になって西欧社会において、近代国家が成立し、西欧社  
会が、科学技術の発達とともに先進国として自信を深めて以来、本来の自足的  
慣向を強めて自律性を強調する傾向が強まり、ギリシャ・ローマ文明発祥の地  
としての歴史的意義以外は、地中海世界の意義やそれとの関連性を軽視する傾  
向が、政治・経済のみならず学問の分野でも強まり、今日でもその傾向は依然  
として継続している。然しながら、地中海世界はその海洋的な基本的な性格の  
ために、対外発展的な志向性をもち、地中海をとり巻く二大文化、印欧語族の  
文化とセム リ、ム語族の文化の接点として常にヨーロッパ世界の、ヨーロッパ  
外の世界への触覚としての機能を果して来た。西欧の中世において、スペイン  
のToledo と、シチーリアのPalermoが回教文化圏との接点となり、それを  
通じて、古代の自然科学や学問をヨーロッパに導入し、西欧世界の成立に貢献  
した意義は大であり、大航海時代においてスペイン・ポルトガルが東西文明圏  
の交渉に道をひらいて、世界史に一紀元を画した意義は忘れることができな  
い。地中海世界を捨象したヨーロッパ世界は、その国際的普遍性を失って、自  
閉的で恐ろしく退屈なものとなろう。   
従って、本論の目的は、異質な世界におかれた一西欧人の体験を通じて、上  
記の複雑な構造をもった、二つの世界の内的関連性を、日常的な体験の次元で  
考えることであり、そのためには、Goetheの体験を、イタリア乃至地中海世  
界の文化の全体像の中に置いて考えることが必要である。Goetheのイタリア   
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における体験から、その内面的発展にだけ収赦して行き、他は一切捨象するよ  
うな方法では、地中海世界ははじめから無いに等しいし、またそれではGoethe  
自身の体験の意味も深くは把握できないであろう。本論の副題を「Goetheに  
おける地中海世界」でなくて、「Goethe と地中海世界」とした所以である。   
そのための方法として、旅行者にとってその土地で何が意識されたかという  
問題とともに何が意識されなかったか、何が視野の中に入って来なかったかと  
言う点を調べ、その二つを対比する事が大切である。   
例えば地中海世界において、ある重要な現象があって、それが西欧において  
時代的制約のため情報が得られなかったとすれば、それはその事を知ることを  
必要としない、西欧におけるその時代の意識一般を反映しているのであり、そ  
の点で西欧におけるその時点での地中海世界に対ナる理解の性質と限界を正確  
に表現していることになる。西欧（英・仏・独など）においては17・18世紀、  
とくに18世紀に入ってから、地中海方面とくにイタリアに対する旅行熱が高  
まり、旅行記が次々に刊行され各国語に翻訳され知識階級の関心をひろく集め  
るという現象が起った。Goethe も、Winckelmannを始め、Volkmann，Rie－  
desel，Brydone，Borch，Milnter，13altelなどの旅行記をよんで情報を入手し  
ている1）。彼らは外交官、聖職者、自然科学者、旅行家など職業も目的も様々  
であるが、イタリアの知識については多少の深浅はあるにしてもある共通の候  
向があり、Goethe自身も直接イタリアの資料に当ったことも多いが、西欧で  
の情報に従って名所や観光地を見物しその一方、NormanやArabの都市や建  
築は関心をほとんぐ示していないというような場合も多レ、。即ち、Goethe自  
身の理解の性質と限度は、その当時の西欧社会の認識を代表しているというこ  
とである。   
また、重要な現象であって、旅行者の視野に入っていても、内面的理由から  
受容しようとしなかったり、無視したり反撥したりしたものがあるとすれぼ、  
それを必要としない内面的必然性が、見る側の個人ないし文化に内在するわけ  
であり、その当否は別として、それはやはり西欧世界におけるその時点での認  
識の性質を正確に示すものである。従って情報不足であるにせよ意識的な拒否  
であるにせよ、受け容れる側で、必然的な理由があるわけである。   
一方、土地の人間には日常茶飯の出来事として普段意識されぬことでも、異  
邦人の目には鋭敏に写し出されるものもある。それは、旅行者が自分に内在す  
る別の価値体系をもてっいて、その目で異文化をみるからであり、また旅行者  
自身はその経験によって、場合によっては、自己の存在の根底をゆるがされる   
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ような経験をすることがある一方、それによって旅行者が異質文化の隠れた本  
質を直観的に把握するからである。旅行者の片言隻句でも、よく異文化の本質  
をいい当てることがあり、それが外国文化の「発見」たりうる所以である。   
それ故に旅行者から見たとき、その土地の人間にとって切実な関心をもつ事  
柄であっても、旅行者の関心をひかない事もありうるし、逆に土地の人間から  
みて、旅行者が関心を抱くものであっても意識に上らないものもありうる。そ  
の意識の落差の中に、それぞれの文化のもつ意識構造のちがいが、浮び上って  
来る。それ故、何が特に鋭敏に意識されたかという事に対して、何が意識され  
なかったかとレ、う事を対置して、意識の落差を浮彫にナることが大切なのであ  
り、その方法として、上記二点に関して、可能な限り綿密で実証的な研究が必  
要なのである。Goethe の「イタリア紀行」を以上のような研究目標の素材と  
して取上げたのは、それが典型的な西欧人によって行われた典型的な「地中海  
体験」であるからであり、その中で特にSiciliaの部分を選んだ理由は、Goe－  
theにとってSiciliaがイタリア旅行の最重要部分であったという事実の他に、  
ヨーロッパの浬に位置して、印欧語族とセム・ハム語族の二つの異種文化の接  
触と混清の激しい歴史体験をもち、絶えずヨーロッパ外の世界を意識している  
地域を旅して、西欧人が何を意識したか、ということを知りたいからである。  
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個別的な研究を始めるに当ってまず始めに、GoetheのSiciliaにおける旅  
程を極めて大雑把に概観しておく必要があろう。   
1787年3月29日、Napoli港出発、4月2日午後3時、Palermo港入港。   
4月2日一4月18日 Palermo滞在。   
4月18日。Palermoを出発。地勢・地質・植物相を観察しながらMonreale  
を経て、AIcamoへ。   
4月19日。アラブ起源で白壁の家並にカスバの感がある一方、ヨーロッパ  
中世の町の静かな雰囲気もあるところが気に入って、AIcamoに一日滞在。   
4月20日。かつてギリシャ系のElymni族の都市で、ギリシャとカルタゴ  
の争奪の場となり10世紀にサラセン人によって破壊された、Segestaの遺跡  
を見物。Riedeselの旅行記で予備知識を十分蓄えているので、その上に立っ  
て実地調査して、神殿（ドーリア式ではもっとも完成したものといわれる）が末   
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完成であったことを発見する。神殿からCastellammare湾への遠望を楽しむ。   
4月21日。Segesta を出発。18世紀当時は、旅行者はTrapani，Marsala，  
Mazzara，Selinunte，の路順でシチーリア西岸沿いの諸都市をまわり、南海岸  
にでるのが通常のコースであったが、GoetheはSegestaから当時としては辺  
部な地域を通って、Castelvetranoに一路南下、同日到着する。途中、植物相・  
動物相が亜熱帯的になって来るのを観察する。因みに、Siracusaなど東部諸  
都市がギリシャ系であるのに対し、Palermoを含め上記西部都市はフェニキ  
ア（かレタゴ）系であり、またアラブの影響が濃厚である。   
4月22日。Castelvetran0からSciaccaにいたる。途中、Selinunteの遺跡  
（シチリア最西部のギリシャ植民都市として繁栄したが、かレタゴ対ギリシャ  
の抗争の後BC250年、第一次ポニニ戦役中、破壊され歴史から姿を消した）  
は寄らず直行している。歴史や考古学的関心より、鉱物学的興味が優先して  
いる。   
4月23日。Sciaccaから、MontallegroをへてAgrigento（Goetheの時代  
の呼称は、Girgenti）までの道程を一目で走破。途中Sciaccaでは温泉が噴出  
するのを眺め、また沿道では山岳地帯から海に注ぐ様々な河川に堆積する岩石  
から周辺地域の地質を推定する。Sciaccaをでて間もなく、アラブ人によって  
建てられた山岳都市Caltabellotta（758メートル）を左に望遠する。   
4月2ヰー27日。Agrigento滞在。24日は、山手にある新市街（中世・アラ  
ブ）を見学、海側の低地に展開する旧都市（ギリシャ神殿跡）を僻赦する。25日  
は、遺跡のうち、TempiodiGiunone，TempiodiGioveOlimpicoなど主要  
なものを順序に従って見物、Z（〉目は同じ地域を再度見学した後、城門外にでて  
外港PortoEmpedocleの方向まで足を延ばし、神殿地域を下から観察、地層  
果樹・農作物・鳥類（アフリカから渡来する侯鳥）など観察ナる。27日は、海の  
方向に関心が向って来たものの如く、海岸まででかける。海上に視線を向ける  
と、遥か彼方、南の水平線上に山並みのように雲の層が流れているのに気がつ  
く已〉。あれはアフリカの北岸だ、と案内人が説明する。（最短距離で230粁、平  
均400粁の距離。）目を転ずると、東南の方向に細い薄雲のアーチ状のものが紺  
碧の空にかかり、片脚をシチーリアに、もう一方を南の海上にかけているのが  
見える。土地の人の話から、その方向がMalta島であることを知り、（190粁  
の距離）二つの島の間の牽引力がこのような形で現われるのかといぶかる。こ  
の様な現象をみて、Malta島に法るという最初の志向が再び高まって来るが、  
便船がないのと海賊の危険を考えMalta行きは断念する。ヨーロッパ世界の   
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最南端に立ってGoetheの、ヨーロッパ外の世界への志向が高まった一瞬であ  
る。予定ではそのあと、古代ギリシャ植民都市の中心であるSiracusaに南岸  
沿いに行く計画であったが、気が変り、シチーリア来にて以来常に山間を歩い  
ているので広々とした平野を歩き農業の現状（小麦などの生産）を視察したいと  
思い、そのためには東北方向に島を斜に横断すればよいとの忠告を受ける。   
4月28日。Sicilia の穀倉地帯 Caltanisetta着。農業・地質関係の観察。  
4月29日。雨中増水した河川を捗り、山岳都市 Castro Giovanni（現在の  
Enna，標高948米。そのため「シチーリアの臍」という呼称がある。）につく。  
古代ギリシャ以来の複雑な歴史を秘めたところで、農業の中心地にふさわしく  
女神Demeter崇拝のシチーリアにおける［卜む地であるが、雨のため殆ど何も  
見る事ができなレ、。また向い合って立つ山頂に拡がる同じ山岳都市の Calas－  
Cibettaの奇観に驚く。   
4月30日山5月1日にかけ、Castro GiovanniからCataniaに向う谷間を  
満足な宿もないまま、乱iolimenti，IblaMa］Or（現在のPaternら），MottaSanta  
Anastasia∴Misterbiancoの順で進んで行く。Paterno の手前で漸く地質が火  
山性に変る。この2日は専ら農業と地質に関心が向けられている。   
5月2E3。Catania着、5日まで滞在する。その間、MonteEtnaは年間で  
も晴れた日が少なく、土地の人でも山頂をきわめるにはかなりの用意がいる事  
を知り、その代りに、5月5日に、1669年の大噴火で出来たnサonteRossi（標  
高1876米の双子山）に登頂、Messinaから Siracusa まで拡がる広大な海岸  
線を一望のもとに収める。Catania 滞在中は、紹介状をもらっていたので、  
Cataniaのかつての領主Biscari公家の宮邸司祭で植物学者でもある、Sestini  
神父に導びかれ、Biscari家の当主 Vicenzo dil∋iscari公および母 Anna  
Morso に謁見、公家所蔵の博物館を見学ナる。母公は、その所蔵品を見るた  
めに、Riedesel，Joilann Heinrich】∋artel，九1unterなどのドイツ人旅行者が  
これまでに訪ねて来た事をGoethe に語る。またCatania大学の博物学教授  
であるGiuseppe Gioeniに紹介されそのすすめにより Etna登山を］Ⅵonti  
Rossiに切換える。Gioeniによれば、Sicilia紀行を書いた、PatrickBrydone，  
ComtedeI∋orchなど、いずれも実際はEtna登山はしていないか、中腹まで  
行ったに過ぎないとの事である。   
5月7日。Cataniaを発ち、西海岸を通り、Taormina に至る。途中、Aci  
Castelloに寄り、Odysseusに目を潰された巨人Polyphemに関する伝説の  
地と伝えられるScoglideiCiclopiを見るが、記事はない。Taorminaには5   
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月7、8の両日滞在、8日にはMessinaにむけ出発する。Taorminaでは、BC  
2世紀の円形劇場TeatroGrecoの観客席に坐り、右手の丘の上の Castello、  
その下に拡がる市街、さらにその彼方、南の方にEtna山の陵線を背景にひろ  
がる Cataniaから Siracusaまでの海岸線の眺望を楽しむ。その後、目を転  
じて左側の方向に、Messina方向に延びる岩の多い海岸と、対岸の Calabria  
の海岸が雲間にかすかに浮ぶのを見る。（Kniepのスケッチが残っている）。翌  
8日は、Kniepが写生のための町の上の方に登っている間、Goetheは海辺の  
宿のちかくのある農家の庭でオレンジの樹の枝に腰をかけて、創作中のNau－  
sika豆の最終的な案を練る。Palermoにおける4回にわたるVilla Giulia alla  
M久一inaにおける思索が、似たような環境に触発されて、具体的な形をとった  
ものである。VillaGiuliaの景観をみた時、Odysseaをよむのには最上の環境  
であると思い、Palermoで早速一本を購い読み始めたが、次第に芸術的衝動が  
高まり、この美事な環境、満と島々と港を詩的な、それにふさわしい形象で生  
命を与え、一つの作品に結晶させたいという気持が抑え難くなる。VillaGiulia  
の体験について、「空の澄明さ、海の息吹き、空も海も山も一つの元素に溶け  
合わせてしまう産気－それらが、私のこの気持を醸成するのに心持よく作用  
した8）」という意味のことを述べ、それがVillaGiuliaでの体験以来、持続的  
に作用して来たことを語っている。原案は4幕の悲劇、海や島のモチーフを織  
り込む計画であった。（但し、この部分の記述は、後からの挿入である。）   
5月8Er、Taorminaを出発、Etna山の東の裾の岸壁と海の間の細い海岸  
を、強い東風に吹きつけられ屡々波涛をかぶりながら、海に注ぐ大小の河川  
（比較的大きいのがNisi川）を徒渉して、5月10日 Messinaに着く。   
5月9日－13日。Messina滞在。Messinaは4年前の大震災（1783年）の災  
害から復興せず、市内は廃墟と化し、市の北部にバラックを立て難民を収容し  
余震で人心も不安であり、Goetheの宿舎も十分なものが見つからぬ状態であ  
った。そこで知りあった領事とともに Goetheは民家の一軒を視察する。そ  
のあと、領事に薦められ総督を表敬訪問するが、この人が風変りな人物で、一  
種の暴君で、Goetheを邸に昼食に招いたりして好過する一方、スパイの嫌疑  
も抱いている様子で、ジェスイット派教会やその他の施設に案内させて部下に  
接触の機会を与え身辺を探らせようとする。Goetheにとっては、それが無気  
味でもあり、冒険心を満足せしめるところでもあるが、結局、到着当日フラン  
ス人船長と契約した通りに5月13日、Messina港を出発、14日Napoli港に  
帰着する。フランス船をえらんだのは、当時南イタリアを支配していたブルポ   
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ン家の白旗を立てている船には、海賊が手出ししなかったからである。  
3  
以上のように、GoetheのSicjlia滞在は到着、および出発の日を入れて53  
日であり、そのうちPalermo滞在は17日で約1／3に相当する。量的にみても、  
また質的にみても、Palermo滞在の意義は重要である。本論文は、Goetheの  
Sicilia 紀行の順序にそって地域的にすべての部分を調査するというものでは  
ないが、Palermo については Goethe 自身の紀行における比重の大きさと、  
文化史的意義の重要性を考えて、特別な地域的な課題として考察する必要があ  
ると考える。  
ところでPalermoの項目に入る前にNapoliから Palemo までの航海の  
記述について簡単に触れておこう。というのは、Goetheのイタリア紀行にお  
いて、「海の体験」というべきものが相当な意味を占めているからであり、  
Goethe にとって海を経験したのは、Siciliaが大部分であり、あとは僅かに  
Venezia とNapoliがあるのみだからである。  
3月29日正午、Napoli港で乗船。快晴、西南風。日没に出航するが逆風の  
ため湾内の北部PosilIipo方面に流される。船はアメリカ製の快速帆船。   
3月30日未明。Ischia島と C且pri島の中間、後者から1マイルの地点。午  
後4時、IschiaとCapriはまだ見えるが、Vesuvio山は視界から消える。夕  
刻にはこれらの島も姿を消す。陸地は完全に見えなくなる。月明。このころか  
ら、Goetheは船酔に襲われる。   
3月31日。晴天。午前7時、2日前に先発したフランス船に追いつく。Ustica  
島が左手（東側）に姿を現わす。本来ほこの島の東を通る予定であった。正午ご  
ろ、風が逆風になり、船は進まず、波のうねりが高まる。全員船酔い。   
午後4時、進路転換。再び主帆をあげて東南方向のUstica島に向う。Sicilia  
の山が望遠できる。いくつかの島影が見える。（注：Ustica西方に散在する  
Eolia諸島）風向きがやや好転し速度もややあがる。夜、霧が発生。深夜に至  
り、波のうねり大いに高まる。   
4月1日。午前3時。嵐。船は帆をすべてたたみ渡に翻弄される。夜明けと  
ともに嵐おさまる。大気も清朗となる。Ustica島が真東にみえる。Goetheは   
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海亀が泳ぐのを望遠鏡でみる。   
正午頃、Sicilia島の海岸、岬、入江がはっきり見わけられる地点まで到達  
する。しかし風下に入ったので、左右に操舵して進む。午後さらにSiciliaの  
岸に近づく。Lilibeo岬からGallo岬にいたる範囲の西海岸が紺碧の空の下で  
はっきりと見わけられる。（注：Li1ipeo岬はBoebo岬ともいい、Marsala市  
付近から海に突出した、Sicilia最西端の吼その北方に宜gadi諸島や、Sicilia  
本島の西海岸の突出部などがあるので、それが見える位置とすればCapoGallo  
の位置と考え合わせて船はまだかなり西の位置にある筈である。北緯38020′  
東経12030′くらいでUsticaよりかなり南西方である）風向を利用するため船  
は方向を東にかえ、CapoGalloの西南側にある湾をめがけて進む。Kniepは  
この機を逃さず、海岸の精密なスケッチをする。   
日没とともに船は再び清から外海にでて、北東方向に進み、Gallo岬を深夜  
に迂回ナる。Goetheは船から、沖合の水平線まで海いっぱいに拡がる月光の  
反射を観察する。   
4月2日朝8時。Palermo沖合いにつく。Kniepは、しきりにスケッチを  
している。午後3時、Palemo港入港。Napoli港をでてから、合計4日と3  
時間で、当時の航海技術の水準から考えても日数がかかり過ぎる感がある。  
Goetheは、このあとすぐは上陸せず、市街や海岸の模様を観察したりスケッ  
チした。   
なおGoetheは上陸後、4月3日の項で、今回の航海を要約した箇所で次の  
ように述べてレ、る4）。  
自分のまわりが㈲こ囲まれているのを見た経験がなければ、世界と、世界に対■   
する自己の関係も、理解できないだろう。  
いま海という存在の本質を考えてみるならば、海は限りなくひろがる透明な  
空間と、あらゆる物を抱擁し溶解する不定形の物質の無限の拡がりの中に我々  
をおいて、世界ならびに、自我と世界の関係について、我々に省察を迫らずに  
はおかない。天体の位置を絶えず観測して、自分の位置を確認し自己の進路を  
決めるのは航海者の日常の仕事であるが、Goetheが航海中も陸上を旅行中も、  
幾度となく望遠や展望を重ねるのは、西欧という固定した座標軸から生まれて  
はじめて解放され、広大な不安定な世界に置かれて、自己と世界との距離をは  
かり、自己の位置を測定しようという航海者の意識の本能的なあらわれであ  
る。「海」の体験は「世界」の体験であり、「西欧の外にある世界」の体験であ   
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る。地中海世界は、Goetheにとって世界と自我との関係について反省を迫る  
という意味において、本質的に「海の世界」なのであり、「海の体験」はその  
まま「地中海世界」の体験なのである。イタリア紀行に散在する海に関する記  
述は、Villa Giuliaでの体験も含めて、この視点から、後に考察するつもりで  
ある。  
4  
次にPalermo滞在中（4月2日から4月18日まで）の行動記録を要約してお  
く㌔   
4月2日 午後3時Palermo入港。ViaPortoSalvoの旅館CasaGramignani  
に落ちつく。夜、波止場見物。  
4月3日 市街の概要をえる。ViaToledo，ViaMaquedaなど中心街、Porta  
Felice，PortaNuova，および旧市街の一部をみる。  
海岸沿いの、VillaITlora（Giulia）alla九tarina，それに隣接する  
OrtoI‡otanicoの第一回見学。（内部に入ったものと推定される。）  
4月4日IlVallodiOreto（Oreto川の渓谷）、およびPalermo を南から西  
に取巻く、Concad’Oro（黄金盆地）の一部の調査、岩石蒐集を行  
い、Palermoおよび周辺地域の地質学的概要をえる。  
4月5日 市内見学。Quattro Canti地区の、Piazza Pretoria にある噴水  
（FontanaPretoria）および周辺の教会群をみる。（S．Caterina，Pa  
lazzoPretorioなどBaroque建築群と推定される）。隣接するPiaz－  
2，a BelliniにあるLal′Iartorana，SanCataldo などノルマン系  
築を見たか否かは不明。  
4月6日 MontePellegrino に登り、SantuariodiS．Rosalia（聖Rosaliaの  
礼拝堂：教会と僧院）を見る。Santuarioにある Rosaliaの石像  
感銘をうける。  
4月7日 VillaGiuliaallaⅣIarinaを再度訪問。目の前に拡がる海の情景と、  
異風の植物の繁茂する庭園の様子に感銘をうけ、Odysseaにある  
Alkinoos の園を連想して、シチーリア滞在中に現場で、それを読  
むことを思い立つ。  
4月8日 復活祭の日曜日に当るので、市内滞在中のすべての外国人とともに   
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三富から招かれ、PalazzoReale（PalazzodeiNormanni）に赴き、  
副王Francescode’Aquino に謁見、シチーリア来訪の目的をたづ  
ねられ、旅行中の便宜を約束される。隣接するノルマン系建築、  
CappellaPalatina，SanGiovannidegliEremitiなどは見ていない  
様子。（言及なし）。王宮を訪れる前、様々な教会を見て歩き、民衆  
の姿や表情を観察するが、どの教会かは確認できない。  
4月9日 Palermo の南東15キロにある1718世紀の貴族の別荘地、Ba－  
gheriaを訪ね、その一つ、Pallagonia公の怪奇なBaroque式城館  
をみる。  
4月10日 Palermoの南西7．8キロの九′Ionrealeに赴き、さらにその北方9．7  
キロの山中にあるSanMartinodelleScaleの修道院に行き、修道院  
長らと会食、美術品のコレクションをみる。MonrealeのCattedrale  
は、隣接するベネディクト派修道院、Convento Benedettino di  
n40nreale とともにノルマン建築の代表作の一つであるだけでなく  
ノルマン時代の政治的・文化的・宗教的中心として極めて歴史的意  
義が高いが、ほとんど言及されてレ、ない。  
4月11日 王宮PalazzodeiNormanniを再訪するが、美術品の展示室は改装  
中であり、十分に見学できない。その中で、Siracusa 港からもた  
らされた、初期ヘレニズム時代の、一対の雄羊の青銅像が目にとま  
る。王宮の従僕が気の毒がり、そのあと、Porta d’Ossuna外の、  
当時発見されたばかりで評判の、Catacombeに案内する。Cappella  
Palatina，San GiovannidegliEremitiは、この日も訪れた様子が  
なく、記述がみられない。  
4月12日 碑銘学・古銭学の専門家である Torremuzza公の、メダルのコレ  
クションの見学（現在のViaTorremuzzaの周辺か）。シチーリアの  
古レ、時代の都市生活を描くメダルについての記述。回教徒に捕え  
られ奴隷とされたシチーリア人の釈放のための義損金を募っている  
Pallagonia公の姿を路上で目撃。  
4月13日 研摩工の仕事場を訪ね、シテーリアの大理石、靖瑠、その他の鉱石  
の標本を購入。シチーリアの気候、動植物、果実、食物などについ  
ての記述。  
4月1314日 希代の詐欺師として全欧的に有名なGiuseppeBalsamo（Cagli－  
OStrO伯と自称ナる）の生家（Quartiere dell’Albergheria近くの   
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ViadelleMoscheの貧民街にある）を、身分を詐って二度にわたり  
訪問、家族と話す。  
4月i5日 カトリックの祭礼で、劃王を先頭に、貴族・僧侶が行通するのを見  
物。祭礼に触発され、また出発が目前に迫っているので初めて、ノ  
ルマン時代の代表的建築であり市の宗教的中心である Cattedrale  
を訪問する。しかし、大聖堂の建築自体、および内陣に安置される  
神聖ローマ皇帝（シチーリア王を兼ねる）Heinrich（Enrico）IV世、  
Friedrich（Federico）l世らの柩や墳墓に関する記述なく、教会所  
蔵の工芸品（ローマ時代の納骨壷。Sacrestia に収められたものか）  
の記述があるだけである。1781－1801年に行われていた、Ferdi－  
nando Fugaによる有名な大改築がGoetheの訪問の時期に当り、  
十分な見学を許さなかった原因の一つとみられる。隣接する、大司  
教館、Archivescovado（15世紀の建築。gOtiqueおよぴRenaissance  
様式）については記述がない。その他の建物を見たという記述が  
あるが特定できない。この日は、徒歩であったので、そのあと、  
Portad’Ossuna を出て、PiazzaIgnastone のさらに西方にある、  
1a Zisaの離宮を訪問。建築・装飾技術も建築家もアラビア系のも  
のを駆使し、ノルマンの芸術の枠を集めた、濃厚にオリエント的雰  
囲気をもつ宮殿で、Goetheと東方世界との最初の接触と考えられ  
る6）。ほぼ同じ方向にあり、同じ系統のCuba，Cub111aなどの離宮  
は訪れなかった様子。  
4月16日 VillaGiulia（Flora）allaMarinaの三度目の訪問。そこでOdyssea  
をよむ日課を果たす。その後、Monte Pellegrino LLr麓まで散歩、  
“Nausika豆”の構想を練る。  
4月17日 早朝、VillaGilユ11aヰ度目の訪問。“Na11Sika瓦”の構想を練るつ  
もりであったところ、植物群をみているうちに、「原植物」“Ur－  
p鮎nz”が現実に存在し発見できるにちがいないという強い予感に  
襲われる。  
4月18日 Palemoを出発、Monrealeをへて、AIcamoにいたる。  
Goetheのイタリア体験は、芸術や自然に関するものが主要であり、歴史や  
生きている社会に対する関心は比較的に希薄であるといわれる。しかし、以上  
のGoethe の行動記録を検討すると、PaleTmO に関するものだけでも複雑多   
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岐であり、表面に出ない事実もあり、それほど簡単に割り切れないものである  
ことが判る。いま、これを内容的に分類するとほぼ、次のような項目にわける  
ことが適当と考えられるので、以後その順序で老察していく。  
（1）Palermoならびに周辺地域についての、地理的・地形的考察。（これに  
は当然ながら、地質学・岩石学・動植物学・農学などの自然科学的関心がとも  
なう。）Goetheは、Oreto川流域やConcad’Oro，Monreale，MontePelle－  
grinoなどへでかけて調査ナる一方、；すでに述べたように、「展望の精神」を  
発揮して、海上から Palermo周辺の海岸線や地形を観察して全体を把握して  
いる。  
（2）Palermo 市の都市形態、および都市構造の発展に対する関心。－  
Siciliaほど、その街区や建築物に時代相を強く残している都市は少ないので、  
都市の構造に興味をもてば、必然的に歴史に対する関心を呼び起さざるをえな  
い。しかしGoetheほ、都市形態の歴史的背景について直観的にある程度の理  
解はしているが、歴史的把握はしていない。  
（3）（2）と重なり合うが、建築物に対する関心。一palermoはその典型  
であるが、Siciliaのように歴史が重層的に重りあっているところでは、歴史の  
どの部分に関心があるか（古代・アラブ時代・スペイン時代）によって、どの都  
市のどの部分に特に関心をもつかが決りて来る。Siciliaでは特に建築をみると  
き歴史的背景と無関係に、純粋に視覚的芸術的関心だけでみることは理解を浅  
いものにナるおそれがある。Goetlleのpalemo滞在期間中はほとんど建築  
物をみて廻ることに時間が費されているが、記録の表面に現われた限りでは、  
歴史的関心は特別にもっている様子はない。しかし、Norman系の建築では  
Palazzo Reale，Cattedrale，Zisa，Baroque では Fontana Pretoria，Porta  
Nuova，PortaFelice，そして郊外のMontePellegrinoのS．Rosaliaの礼拝所、  
BagheriaのPalagonia館、18世紀の建造物としてはVillaGiuliaを訪れ、ま  
たMonreale も見ている（但しNormanのCattedraleの方は記述がなく、14  
世紀のS．Martino de11e Scaleの方をみている）－という風に、Sicilhで  
Goetheが見た建築は一応すべての時代相にわたっている。これらから、Goethe  
がどの建築を見、どれを見なかったか、見た建造物の中ではどの部分を見たか  
を、吟味する必要がある。  
（4）ViuaGiuliaの体験。√－GoetheはVilla GiuliaallaMarinaを4月  
3、7、16、17、日の4回訪れているが、この庭園は1777年に作られその名  
の通り海岸に接していて、ヨーロッパ随一の植物の種類の多さを誇っている。   
3ヰ  桂  男： 樹  
Goetheのここでの体験は「海」と「植物」の二つにわかれる。従来の研究で  
はGoetheのいわゆる“Urp鮎Ⅲ”の体験のみが強調される傾向があるが7）、  
「海」と「植物」の経験は不可分であって、連続性をもって「自然の景観」とし  
て研究される必要があるのではないかと思われる。GoetheはVenezia滞在中、  
Venezia派の絵画に興味を示し、その海と空との色彩と光の溶けあいがVenezia  
固有の現実の海から来ることを語っているが8）、GoetheがPalermoの「自然の  
景観」として体験したものは、果樹や花木や植物の豊かな樹相とそれを取巻く  
起伏のある陸の形、それらと対時している海と空のもつ光と色彩が、空気中に  
漂う Duftのようなものの作用によって、これらの形象とともに一つの要素に  
溶け合っているような視覚の体験であり、いずれにしても、二つの要素を連続  
的に取扱う視点が必要であると思われる。  
5   
（1）Palermoおよびその周辺の地理的・地形的考察   
Goetheは、Palermo周辺の地形を海側（4月3日の記事）と山側（4月4日）  
とから、ほぼ次のように措いている9）。  
【束から西に向って、まづ海に突き出た比較的平担な半島（注：Capo Za駄rano）  
があり、それに唆しいが形のいい、樹木に掩われた岩塊が続く。その次にPalefmO  
郊外の漁村が終ったあとバレルモ市街がみえるが、住宅はいづれも正面が北（海側）  
を向いている。自分が通った門（注：Via Toledo入口のPorta Felice）の西側に小  
さな船が停泊ナる船付場が続き（注：18Cala）、さらに西に、突堤がある、大きな船   
舶用の波止場がつづく。裏側の海の方向（注：Monte Pellegrinoの西北方のMon－  
dello海岸）にまで延びる月巴沃な谷（注：Conca d’Oro）が終ったあと、美しい姿の   
Monte PellegrlnOが隆起する 、  
Goetheはこの情景を同伴した画家の Kniepに描かせている。船が接岸し  
た後も、二人はナぐには下船せず追い出されるまで市街を観察しているから、  
あるいはこの時描かれたものかも知れない。   
Za茸erano岬は、Palermo東方たある小半島で、そのMonteCatalfano山麓  
には、Palermo同様、フェニキア系の古代都市の遺跡Solentumがあり、その  
やや南方の半島の付け根の部分には、Ihgheriaがある。（GoetheはSolentum  
は訪れていない）   
翌4月4日には、Palemo南部を流れるOreto川を遡り、岩石蒐集や地形   
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の研究、スケッチなど行っている。「Oreto川に貫かれて、Palermo南部の山  
岳地帯からPalermoまで下って来る肥沃で快適な谷間」という叙述があると  
ころから、几†onreale 以南の山岳地帯の裾のあたりまで遡ったと推定される。  
Oreto川は、延長19キロ、上流はCuculla渓谷、Meccina川と称し、Palermo  
南西の山岳地背から発し、丸Ionrealeの南側をかすめ、Concad’Oroの南端を  
貫流してPalermoの東を画し海に注ぐ。この日は午後だけしか使っていない  
のでConcad’Oroはこの川の流域を歩いただけで北方に拡がる広大な部分は  
歩いていないことが推定される。折しもシテーリアの春の盛りで溢れんばかり  
の豊簡さが谷にみち、GoetheはKniep と、半ば朽ちた堰をこえて川水が流  
れ落ち、その上に一群の木立が茂り、上流には農家が点在して見通しがよくで  
きるような所を選んでスケッチをした。同伴したガイドが、この辺りでカルタ  
ゴとローマの戦闘が行われたことを説明しようとして、（注：Panormusの戦、  
乱C．251年）このような美しい所で過去の亡霊を呼び起ナのは、雰囲気をこわ  
すと叱責されている。しかし、Palermoを含めこの地域一帯が古代においてフ  
ユニキヤ（カルタゴ）の支配地域であった事が Palermo の都市構造にも影響を  
与えている。MontePellegrinoもカルタゴの支配地域で第一次ポェニ戦後中  
かレタゴの将軍 Hamilcar がローマ軍に対し3年間もちこたえてレ、る（B．C．  
247－244）。   
Goetheは、山岳地域の地質の組成を知るためには、そこから流出する岩石  
から判断するのが常識なので、その日は40個余りの岩石を蒐集するが、その  
中で多い順に粘板岩（Tonsct－ie丘r－碧玉Jaspis，角岩Hornsteinとも呼ぶ）、  
次に古い石灰岩の変種、角礫岩13reccien（碧玉などを石灰で結合している）、  
月殻石灰Muschelkalkなどに分類できた。   
さらに牧畜関係の記述があり、ここでは山の上とか畑の休閑地（三園制度）な  
どを除いて牧草地が少なく、干ぐさが少ないので飼料は切りわら、ぬかの類で  
栄養を与えるため脱穀した大麦を与えることがある。馬よりもラバが多く、そ  
れはラバが熱い飼料にも耐えるからである。－と述べている。「半ば野蛮な  
地方から由来した品種であるから、余り飼わなレ、」と、Barbareiという表現  
でアフリカ北部の回教圏を呼んでいる点が注目に価する。   
以上のような、実地調査の結果として、次にPalermoおよびその周辺一帯  
の地質学的な総括の記述が来る10）。（4月4日の項）  
－」㌔1ermo のある平野（往こConca d’Oro）は市外の丘陵地帯（AiCo11i地区。  
Concad’Oro南方の丘陵地帯）や月agheria地区も含めて、土台は貝殻石灰Muschel一   
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kalkから成り、Palermo市自体も、それから成る。それ故これらの硬床では大き  
な岩塊が発見される。MonteI〉ellegrlnO付近では、ある場所ではその石灰床は5〔I  
フィート以上にも及ぶ。下層ほど白く、その中に珊瑚、甲殻類、とりわけ大きない  
たや貝P丘1germuscbelの化石が含まれる。上層ほど赤嫌が増し、只の化石は少く  
なる。最上層は赤い粘土層だがまだ固まっていない。Monte Pellegrinoは、この  
様な土台から隆起している。それは古い石灰岩の山塊で多数の洞穴と亀裂をもつ。  
それらは一見雑然と並んでいるようにみえるが、岩石層の頓にそってできている。  
岩石は硬質で、響きがよい。一   
MontePellegrino に登ったのは4月6日であるから、この部分の記述は後  
から挿入したものかも知れない。Concad’Oroについては、この日はOreto川  
流域の短く一部を実地調査しただけで、その後もpalermo南部から西部にひ  
ろがる広大な部分をGoetheは実際にみてはいないから、この部分の記述は、  
入手した情報によるものであろう。   
Concad’Oroについて補足するならば1い、ここは、Pellegrino，Gallo，Cas－  
tellaccio，Cuccio などの山に囲まれた総面積100平方粁の不定形の傾斜地で、  
北と東の海にゆるやかに下降し、海抜100メートル。周辺地域に加Iondello，  
Cardillo，Monreale，Altafonte，Villabate，Ficarazzi，Bagheriaなど多数の小都  
市があり人甘槻密なところ。もともと肥沃な上、アラブ時代に土木施設や潅漑  
設備が導入され繁栄した。Concad’Oro（黄金盆地）の名称のあるゆえんである。  
柑橘類の栽培が盛んであるがこれはアラブから移入されたものである。都市が  
多いのもこの生産力が高いためであり、Palermoが繁栄したのも、このような  
向背地域を抱えていることが要因の一つであり、アラブ時代以来、海とこの地  
域を直結することが、基本的な経済政策であったと考えられる。Goethe の見  
た、この地域の自然の豊かさの印象は、このような歴史的背景をもっていると  
考えられる。   
その他に、Monrealeや Pellegrino の項に、地勢や地質の記述が若干ある  
が、以上のことからPalermo周辺地域の地形（地質）についてGoetheはほぼ  
完全な形で掌握していると考えて差支えないだろう。  
（2）Palermo市の都市形態および都市構造の発展について   
Goetheは4月3日の項で、町の第一印象として次のように述べている12。  
一この町は概観するのは容易だが詳しく知るのは難しい。容易というのは、下の  
門から上の円まで海から山の方まで数マイルにわたる道路が市を二分し、この道洛  
がまた、ほぼ中央で直角に交わる道路で二分されているからである。これら直線上   
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にあるものは見つけやナい。然し、市の内部は異邦人を惑わせ、案内人の助けをか  
りて辛うじて人はこの迷路から脱ナることができる。－  
Goethe が Palermo 市の構造について述べたのは、この文以外にないが、  
この叙述は、サラセン、ノルマン以来のこの街の構造を歴史的にではない  
が、直観的によく表現している。「海から山へ」通路が一直線にのび（今日の  
CorsoVittorioEmanueleo．Goetheの時代はViaToLedoで、一部にはCassaro  
という古名が通用）、下の門（Porta Felice）から上の門（PortaNuova）まで透  
視できるというのは、建物の正面が皆、北を向いている事実とともに、この都  
市の「海洋的性格」を物語っている。この構造は歴史の上で時代ごとに積み重  
ねられて今日の極めて明晰な形をとるに至ったものである。一方、市の内部や  
裏通りが迷路の如き構造になっているのはアラブ時代の名残りである。   
Palermoの市街は、街を歩いて受ける印象は圧倒的に 8aroque 的である。  
古い時代、フェニキア・ビザンツ・アラブの名残は、わずかにノルマン系の遺  
構に吸収されて生残っているにすぎない。然し、この都市にはそのようなノル  
マン以前の古レ、要素が、はっきりと残っている部分がある。それは、Palermo  
の街の構造そのものである。   
PalermoがSiracusaなどのギリシャ・ローマ系の東部都市とちがって、フ  
ェニキア系の都市である事は既に述べたが、PalernlOの都市としての基本的  
性格は、このフェニキア時代に作られた。Palermo13）の町の原形は、北方は  
11Papireto，南側はilMaltempoという二つの水源の流域に沿ったほぼ楕円形  
の台地の上に発生した二つの中心地である。古い方の村落は、海から最も遠く  
高い南西地域（現在のPalazzodeiNormanniから、Cattedraleにいたる地域）  
で、1aPaleapolis と呼ばれ、もう一つは1a Neapolis と称し、ややおくれて  
発生し、北東地域にあり、今日の1aIこalsa地区からその北方地域にかけた地  
帯と推定される。いずれも城壁でそれぞれ囲まれ、後者は海に下って行く一本  
の道路で貫かれていた。この道路が今日の Corso Vittorio Emanueleの原形  
であり、その後の都市発展の中軸となった。ローマ支配時代、ビザンツ時代は  
ViaⅣhrmoreaと称し、アラブ時代はalQasrと改称され海岸まで道路が延長  
される。（この時代、海岸線は内陸に向ってやや後退する）。アラブ時代、それ  
までSiracusaなど東部都市がSiciliaの首都であったのが、Palermoが政治  
的中心となり（9ヰ8年、都督の居城となる）、それとともに、Palermoは大拡張  
され発展の基礎を固めた。即ち、Neapolisの位置に要塞alKhalisahが築か  
れ政治的中心となり、Paleapolisは1’HaratalMasgid（「モスクの周辺．）と改   
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称され、それを巡って市街地が形成され裁判所などが生じた。Concad’oroが  
食糧供給地として重視され開発されたことは既に述べた通りである。アラブ時  
代、中央アジアの砂漠地帯から、イベリア半島に跨る大帝国の商業活動の重要  
な中心地の一つとして、Palermoおよび周辺の平野は、「黄金盆地」の名の示  
す如く繁栄をつづけた。海側と内陸側に二つの中心をもち、それぞれ政治的・  
軍事的権力の中心であり、それを通じて一方は海に開かれ、他方は内陸に向っ  
てひらかれ、その二つの中心を直線道路が貫通するという海洋都市としての基  
本構造が、この時代に完成したと考えられる。市街全体を包む城壁がこの時代、  
新しく作られたが、Paleapolisの部分だけが古い城壁がそのまま活用された。  
二つの中心地のうち、時代によって一方が政治権力の中心として機能し、それ  
が交替する（場合によっては両方に分散する）という性格もこの頃定着し、それ  
に応じて中心部を通る道路の重要性がそれだけ高まった。また市街地の内部お  
よび周辺地域のいたるところに、アラビア式庭園が設けられて庭園都市として  
のPalermoの景観を規定する基礎が与えられた。   
Norman時代（及びStaufen家時代）は、フェニキアからアラブまで続いた  
都市の基本的構想の完成期と考えられる。Palermoは1130年に、Sicilia王国  
の首都となったが、ノルマン王朝の首都整備の基本方針は、（1）アラブ時代の  
中心であった1a Kalsa地区（Neapolis地区）から、政治的中心を、古代の  
Paleapolisの一番高い点に新設した宮殿Palazzo deiNormanniに移すこと。  
（2）Concad’Oroを越えてMonrealeの方向に市街を発展させるため、そこに  
文化的・宗教的中心としてMonreale の大聖堂および修道院を開くこと。al  
QasrはCassaroと改称されたが、Cassaroを経てⅣIonrealeに至る直線道  
路（今日のCorsoCalata丘mi）の基礎が作られたのもこの時代であり、海から  
一直線上に、ⅣIonrealeに至るまで透視できる構造がここで完成したと考える  
ことができる。また、（3）Monrealeの方向にむかう城門外の地域に、華麗な  
塔のある大庭園を多数作り（Zisa，Cubaなど）、西南部への都市発展のための、  
足がかりとした。（ヰ）アラブ時代、内陸に蝕食した港湾部を埋め立て、そこに  
外国商館など立てた。以上の4点である。   
これで、フェニキア時代以来、アラブ時代までの、海から内陸へという伝統  
的志向が、Norman時代に至って都市構造の上で集約され、視覚的にも、海  
からCassaroを通じて市の最奥部、さらに Concad’Oroをへて Monreale  
まで透視できるようになり、完成を見たと言うことができる。   
市街の内部構造としても、この内陸と海を結びつける直線上に、重要な機能   
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をもつ建築物が配置された。以下は、Monrealeなど市外地域を含めた建物の  
地域別の配置表である。  
1．PortaNuova地区   
（1）PalazzodeiNormanni  
（1132－40，RuggierolI）   
（2）CappellaPalatina  
（1132一斗0，RuggieroII）   
（3）SanGiovannidegliEremiti  
（1132，RuggieroIl）   
2．Cattedrale地区  
Cattedrale  
（1170－85，Guglielmoll，Palermo大司教GualtieroO仔amilio）   
3．QuattroCanti地区   
（1）LaMartorana（SantaMariadell’Ammiraglio）  
（1143，RuggieroII，AmmiraglioGiorgiodiAntiochia）   
（2）ChiesaSanCataldo  
（1160，Guglielm0ⅠⅠ，AmmiraglioMajonediBari）   
4．Kalsa地区  
Ⅳhgione  
（1150，RuggieroII，Matteod’Aiello）   
5．Palermo南西郊地区   
（1）1aZisa  
（115460，GuglielmoI，ⅠⅠ）   
（2）1aCuba  
（1180頃、GuglielmoII）   
（3）1aCubula  
（GuglielmoII）   
6．Monreale地区   
（1）DuomodiMonreale  
（1174，GuglielmoII）   
（2）ConventoBenedettinodiMonreale  
（1174，GuglielmoII）   
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7．Palermo南部、Oreto川流域地区  
（1）S．GiovannideiLebbrosi  
（1071－1150，Ruggierol，ReggierolI）  
（2）Pontedell’Ammiraglio  
（1113，AmmiraglioGiorgiodiAntiochia）  
（3）CastellodiFavara  
（RuggierolI，FedericoIl，アラブ時代の離宮に手を加えたもの。）  
（4）ChiesadiVespro（S．Spirito）  
（1173－78，GualtieroOffamilio）  
（数字は建築の完成または着工年代。人名は施工主名）   
この表によって、市内の主要な2点、政治権力の中心である王宮（現在の  
PortaNuova地区）と、アラビア時代以来の戦略的中心である1aKalsa地区、  
とを直線道路Cassaroで結び、その途中の要所に、Cattedrale，1aMartorana，  
ChiesaSanCataldoなどの宗教的建築物を配し、さらにConcad’Oroの彼方  
にあるMonreale地区（12世紀に大司教区となる）とPalermo市内を緊密に結  
合するため、城壁外のPortad’Ossuna外周の広大な地域に公園や離宮を設置  
して市域のその方向への発展を計り、全体として海から内陸を一本の直線で直  
結しようというNorman王朝の基本的な方針を明瞭に窺い知ることができる。  
建築上でもNorlnan系の建築物が、それ以前のビザンツ、アラブ時代の建築  
を吸収・集約しているのと同様に、この様にしてNormanにより設定された  
都市の基本構造は、フェニキア以来、ローマ、ビザンツ、アラブ、ノルマンに  
至るPalermoの歴史を集約しているといえよう。一方、幹線道路以外の、市  
内部の地域は、Goetheも指摘しているように、迷路のような構造であり、こ  
れは主としてアラブ時代の遺構であり、この構造が多少とも改められるように  
なったのはRisorgimento を経てからである。従ってこの点でもNomanあ  
るいはそれ以前に設定された基礎構造がこの都市を後の時代に至るまで規定し  
ていると言えよう。この後、中世リレネッサンス・バロックと様々の時代様式  
がこの町にその影を落して行ったが、Norman時代以降のこの都市の発展は、  
すべてこの基礎の上に立って行われているに過ぎない。   
このような都市の構造は、一言で言えfゴ、「梅澤都市Jであることは既に述  
べたが、palermoがこの時代にこのような都市形態を完成した事実は、当時の   
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Sicilia王国の海洋国家としての版図と活動の拡がり、地中海世界をめぐる国  
際的環境において占めるその枢要な地位というような背景を省いては説明する  
ことができないだろう。Sicilia征服後、Normanの諸王はイタリア本土はも  
ちろんのこと、バルカン半島からアフリカ北岸地帯まで征服に着手し、さらに  
東地中海のシリア、エジプトまで遠征隊を派遣した。アフリカに関しては、  
Ruggiero2世の時代二度遠征を行い、現在のチュニジアのGabes湾のGerba  
島を占領、Nahadiaを保護領とし（1134年）、次に現在のリビアのTripoliを  
占領（1146年）、また1153年には、現在のアルジェリアの東部地域のBonaを  
征服して、アフリカ北岸における戦略的要衝を押え、それによって西地中海の  
海上路をほとんど支配するに至った。またこの時に活躍したのが、海軍提督の  
GiorgiodiAntiochiaであり、1a Martorana教会はその記念碑である。この  
時代の国際的雰囲気の一端は、この挺督がビザンツ出身であり、Ruggiero2世  
に仕える前にサラセンの提督であったという経歴の中にも窺えよう。ビザンツ  
方面では、既にGuiscaldoの時代（1081p85）からバルカン半島西岸のDurazzo  
（アルバニア北部）、Corfh島、Valona，Cefaloniaから内陸部のLarissaまで  
断続的に侵攻が行われていたが、ちょうどアフリカ北岸に最大の版図を誇って  
いた11ヰ7一事8年ころ、Ruggiero2世により最大の攻撃が行われ、ビザンツ諸  
都市から多大の戦利品をもち帰っている。この時、艦隊の一部がConstanti－  
nopleを衝いている。その後、Guglielmol世（1157），Guglielmo2世（1185〉  
がそれぞれ艦隊を派遣し、特に後者はビザンツ総攻撃を決意し、Durazzo，  
Tessalonicaを占領、Constantinopleに進撃中Demetizzaの会戦で破れ初志  
を貫くことが出来なかった。一方、束地中海方面に関しては、Normanの動き  
は十字軍の遠征と重ったため極めて活唐であり、エジプト・シリア方面への出  
撃は枚挙の暇がないくらいである。Normanの海上活動は十字軍の遠征とは→  
応別個の現象と考えられるが、時期的に重り合ったため、両者が利戟しあって  
新たな遠征をひき起す要因となる傾向があった。第一回十字軍（1096－99）では、  
Tancredi，Boemondo磨下のNorman人が参加して、西欧の封建諸侯と並ん  
で第4軍団を形成し、この時の戦功により、いわゆる聖地4国のうち、Antio－  
Chia公領をBoemondoが領有することになり以後その系統が世襲した関係か  
ら、南イタリアのNorman とこの地域との関係が密接となった。失敗に終っ  
た第2回十字軍（1147一斗9）の時期は、Ruggiero2世がアフリカ北岸からバルカ  
ン半島西岸にかけて勢力を拡げ、この海域の制海権を握っていた時期に相当す  
る。（十字軍の失敗によりAntiochia公領の大半が失われる）。また有名な第3   
桂  芳 樹  
団十字軍（1189－91）ではSiciliaは西側諸国の君主、Richardl世やPhilipp  
2世などの軍勢の兵端補給地として重要な役割を果した。   
Norman時代の Siciliaの置かれた国際的環境とその版図は以上の如くであ  
るが、Normanの回教圏やビザンツ帝国との敵対関係は、その反面、アラブ  
支配時代以来培われた文化交流や貿易関係の→屑の密接化を生じた。Sicilia征  
服ほ、GuiscaldoやRuggierol世の時代に集中的に行われてアラブ勢力が→  
持されたが、そのあとを受けたRuggiero2世の時代は対外的軍事活動が活層  
化し版図が最大域に達するとともに、内政においては集権化が成功し経済力が  
蓄積して王権が頂点に達した。Norman系の建築物のうち、王宮など主要な建  
築物がこの王の治世に集中的に立てられ、海洋都市としてのPalermoの骨格  
がこの時代に形成された事実は、以上のような国際情勢ぬきでは考えることが  
できない。Normallによる再征服活動の最盛期や、その他の趣く一部の時期に  
回教徒が島外あるいは内陸へ避難したといわれるが、それ以外の時期は：ドor－  
man人は比較的寛容であって、ピザンツ系・アラブ系の人間で宮廷や官庁に仕  
える者も多く14）、官庁における公文書や碑文などにはラテン語の他アラビア語・  
ギリシャ語が公用語として公認されていた。またPalermo ではまさしくこの  
Ruggiero2世の治世からギリシャ文献のラテン語への翻訳活動が活閣になり、  
ビザンツと貿易関係が密接な北イタリア（Venezia，Pisa，Genova）、スペインの  
Toledoと並んで古典古代の文化の西欧への紹介の窓口であった。北イタリア  
では、ギリシャ文献は直接ラテン語に翻訳されたのに対して、Palermoでは直  
接訳の他に、一旦アラビア語に訳されたギリシャ文献のラテン語への重訳が並  
行して行われたのが特徴であり、一度セム・ハム語文化を通過したものが吸収さ  
れた点が注目に価する。この時代の翻訳者の代表的な存在は Enrico AristipL  
po，Eugeniol’Emiro の二人で、前者はア1）ストテレスの「気象学」、プラト  
ンの「メノン」の原典からの訳、後者はプトレマイオスの「光学」（アラビア  
語からの重訳）がある。Palermoはこ他の地域に比べ自然科学関係の翻訳が多い  
のが特徴であった。この他にも、学者・文筆家に、回教圏出身のIbnロamdi’s，  
AlIdrisi、ビザンツ出身の TeofanediTaormina（司教）、MicheleGlicas（年  
代記作家）などがいた。Palermoは次の世代、Hohenstaufen家のFederico2  
世の時代、国際協調主義の外交方針の結果、国際都市として繁栄の頂点に達す  
るが、その基礎はRt唱giero2世時代に築かれたものである。なおPalermo  
はアラビア時代からこの時代を通じて欧洲全体で、Constantinople，Cordova  
に次いで第3位の大都市であった。   
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Norman時代以降は、各時代が市街の構造に対してというよりも、建築物や  
景観の上にそれぞれの刻印を残していった。しかし、これらの時代についても  
重要な構造上の変化が行われなかったわけではない。いま、この2点につレ、て  
概観してみたい。  
1268年、Hohenstaufen家とArリOu伯家の覇権争奪戦で前者が敗れ、AnJOu  
家のCharlesがNapolirSicilia王を兼ねることになった。AnJO11家の短い支  
配時代は政治情勢が不安定であり、特にいわゆる「シテーリアの晩晴」（Vespri  
Siciliani，1282年）以降は、SiciliaはAqou家のNapoliと分離して、Hohen－  
staufen家につながるAragonのPedroを王として立て、独立したためPalermo  
は衰微して、アラブ時代以来の栄光の地位を失うに至った。そのため Anjou  
時代はPalermo市の発展の上では何らの痕跡を留めていない。  
1302年Aragon家と ArリOu家の紛争が Siciliaのみに関しては終結し、  
SiciliaはAragon支配時代を迎える。しかし、イタリア本土に関しては両家  
の抗争は世紀を通じて断続的に行われ、政治情勢は引つづき不安定であり、王  
権は衰微した。それに代って諸侯が王権を代行ナる形となり、Siciliaでは  
Chiaramonte家が事実上の支配者であった。14世紀のPalermoはChiaramonte  
時代である。PalermoはArリOu時代以来の戦乱の影響でひきつづき表徴をつ  
づけたが、AnJOu家のNapoli偏重政策、Aragon家のCatania，Messinaに対  
する庇護のため、これらの都市が繁栄し、Palermoの衰微に拍車をかけた。こ  
の状態で、Chiaramonte家の都市政策は次の2点であった。  
（1）アラブ時代以来の旧市街（Neapolis）である1a Kalsa地区の入り組ん  
だ街区を再開発し、そこに一族の居城loSteriを設けたこと。これは、フェニ  
キア以来の、二つの権力の中心を政権の交替の度に移動するという伝統的政策  
に則ったものであり、これによって「王宮」にあるAragon家の王権に対抗す  
る意味があった。  
（2）それとともに主として Quattro Cantiより海側に Sant’Agostino，  
Sant’Antonioなどの宗教的建築物を設置すること。   
15世紀に入ると、Aragon王家は徐々に国力を養い、すでに14世紀にSar－  
degnaを併合していたが1412年にSiciliaを併合、1443年にはAragon王  
Alfonso5世はNapoliからA一再Ou家を駆逐し、1454年には、Napoli，Sicilia，  
Sardegnaを版図とする大Aragon王国を築き上げた。それとともに王権が強   
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化され諸侯は中央集権の中で強い統率の下におかれることになった。   
このような国の内外の情勢を反映して、Palermoの都市政策において大きな  
転換の兆が現われ始めたのは、Alfonso王の孫FerdinadoilCattolico（スペイ  
ン名はFernandoelCat61ico）の時代である。この時代はイベリア半島を中心  
に、世界史的な事件が相継いで起った。   
まず（1）Arago爪のCastiglia合併によりスペイン統一が行われたことであ  
り、Fモrdinandoは王妃Isabellaの出身地Castillaの王位継承権問題でポルト  
ガルと争レ、勝利を収め、それにより自己の所領と合併し1479年にスペイン王  
国が成立した。（後にNavarraも併合する）  
（2）スペインはイベリア半島における回教徒の最後の拠点である Gra11ada  
の攻囲作戦（1481－92年）に成功、アラブ人を半島から駆逐し、さらに転戦して  
北アフリカに渡り、Oran（1509），Bugia（1510），Tripoli（1511）を占領した。こ  
の作戦は主としてCastilla人が主導して行われた。  
（3）Granadaの失陥と同年（1492年）コロンブスによるアメリカ発見が行わ  
れ、スペインの世界的な海洋帝国としての発展の端緒となった。（コロンブス  
が帰投して両国王に報告したのは翌年）  
（ヰ）地中海への拡大政策が行われ、特にイタリア半島においてフランス勢  
力を増大せしめないことが主眼とされた。ナポリ王国ではA－りou家の継承権  
を理由にLouis12世が王位継承を求めたが、Fernandoは巧みな外交的駆引  
きでフランス勢力をナポリから一掃しナポリ王国の領有を確認することに成功  
した。これによって、南イタリアはSiciliaも含めて約200年間（1503－1770  
年）スペイン支配時代が続くことになる。回教徒討掃作戦が主として Castilla  
により行われたのに対し、地中海政策は王の直接の配下のAragon人によって  
行われた。  
Fernando王の拍世はSicilia王時代を含めると1斗61年から151（）年まで半世  
紀に悟るが、この時期から後、ヨーロッパは激動期を迎える。対外的には、ま  
ずオスマン・トルコが14世紀からバルカン半島北部に勢力を拡大していたが、  
1453年のConstantinople占領後、15世紀後半にアルバニア、16世紀前半にハ  
ンガリー王国を席捲してヨーロッパ中心部に迫る勢を示すと同時に、アフリカ  
北岸を東進し、Algge（1516），Tunis（1533），Tripoli（1551）を占領しイタリア  
半島を併呑する勢を示した。Lepanto沖海戦（1571）で一時頓挫したが、その直  
後にVeneziaからキプロスを奪い、1683年にはWienを包囲している。一方、   
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15世紀後半からまずポルトガルが、次いでスペインが外洋航海に乗り出し大航  
海時代の開幕となったことは既に述べたところである。ヨーロッパ世界の内部  
では、まずイタリア半島では15世紀後半から16世紀前半がルネッサンス盛期  
に相当し、特に16世紀は20年代までに、Michelangelo，LeonardodaVinci，  
Rafaello，Titianoなどの天才が輩出した。政治的には借主時代であり、これら  
の借主たちが芸術の保護者としてルネッサンス文化の発展に努めた功績は多大  
であるが、各地に割拠した借主が教皇派あるいは皇帝派にわかれて権謀術数を  
用いて合従連衡して覇権を争い、政局を混迷に導いて外国の干渉を招く結果と  
なった。この時代のイタリアの政治情勢を一層複雑にしているのは、アルプス  
の北で、他にさきがけて国家統→をなしとげ絶対王制の基礎を築いたフランス  
のイタリアに対する領土的野心である。フランスのイタリア侵略は、Fran90is  
l世と皇帝Karll世（スペイン王としてはCarlosV世）の聞で2度にわたり  
戦われたイタリア戦争（1521一朝）、次の世代のHenri2世とスペイン王Felipe  
2世との間で争われた第3次イタリア戦争（1556－59）となり、第1次戦争  
（1521－29〉は皇帝の勝利に終り、Bologna会議（1529）では、諸侯の配置、領  
土の分割など皇帝側に有利な政治的枠組が定められた。この戦争中皇帝に敵対  
ナる教皇の根拠地ローマで、皇帝軍による「ローマの荒涼」（1527）が行われ、  
これを期にイタリア・ルネッサンスは急速に退潮し、やがてManierismo  
（1530イ0），Barocco（1560以降）の時代へと移行していく。第2次戦争（1542一  
朝）も皇帝側の勝利に帰し、スペインは海外領土を含む、独・喚・伊・ネーデ  
ルランドにわたる超大国としての基礎を固めた。第3次イタリア戦争では、ス  
ペインは1557年に北仏Saint－Quentinの戦でフランスに決定的勝利を収め、  
16－17世紀のイタリア半島におけるスペインの優位を最終的に確定した。   
イベリア半島では、Fernando王の時代、回教徒の最後の拠点を攻略し  
Reconquistaが終了したが、その前後からカトリックの信仰が国民の間で一段  
と高まるとともに、カトリック教会の内部改革と綱紀粛正の必要が痛感される  
ようになった。悪名の高い異端審問の制度も信仰の内容を高め厳格さを保つた  
め創出された制度であった。この様な動きは、16世紀初頭、独・仏・スイスな  
どで活潜になった宗教改革による新教諸派の動きに触発されたものでなく、内  
容的にも時期的にもカトリック内部から内発的に行われたもので、国家統一に  
よるスペインにおける国民精神の高揚と表裏一体の関係にあるものである。  
Granada陥落後のアフリカ遠征がCasti11a出身の枢機卿JimenezdeCisneros  
に指揮されたことは、この間の事情を物語っている。この動きは、教皇庁の様   
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々な錯誤のため旧教世界に多大の混迷をもたらしながらも、IgnaziodiLoyola  
（1500年、イエズス会公認）らの運動やスペイン王CarlosV世の努力により、  
数度のTrento宗教会議をへて、教皇Paulus3世（153ヰー叶）により、反宗教  
改革の大きな精神運動に発展し、スペイン＝オーストリアの両Habsburg体  
制の下でバロック時代の旧教世界の精神的支柱となるのである。   
スペインは、Fernando 王により統一国家としての基盤が与えられたが、そ  
のあとその孫でHabsburg王家の血をひく CarlosV世（151（ト56）がスペイン  
王となり、次いで神聖ローマ皇帝に戴冠して以来国家としての基盤が確立する  
とともに、欧洲における超大国として、また欧亜に跨る世界国家としての地位  
が固まった。Ⅳ工agellanのPhilippin発見（15ヱ0）による東インド貿易の発展と  
Cortes，PisaroらによるMexico，Peru の征服とその銀山開発は、国家と王室  
の財政を飛躍的に拡大し、政治的には既述のように二度にわたるイタリア戦争  
によって、Madrid－Wien枢軸の形成、スペイン、オーストリア両Habsburg  
の旧教国によるフランス包囲網という16－17世紀の世2紀にわたる欧洲の政治  
的枠組を決定した。不安定な要素は、旧教世界内部の混乱（イタリア戦争など）  
のためドイツ・オランダなどにおける新教派の不穏な動きに対処しきれなかっ  
たことであり、これが後にオランダ独立戦後の遠因となる。CarlosV世は、再  
度のイタリア戦争の間（1530－35）、はじめて内政にカを注ぐことが可能になり、  
既述のように財政基盤を整備し集権化に努力し、カトリックの内部改革を促進  
するなどの政策を推進したが、この時期にはスペイン国民の強い要望により、  
北アフリカのオスマン・ト／レコ遠征を行った。トルコの海賊行為により海上交  
通が脅かされインド・アメリカ航路の船舶も屡々掠奪されるという理由でトル  
コのTunis占領（1533）直後の1535年に行われた。この遠征には皇帝自ら指  
揮をとり、Venezia以外のイタリアのすべての国家が参加した。この遠征の結  
果、Tunisがト／レコに再占領される1575年まで西地中海とTirrenia海は暫時  
その海賊行為から免かれることができた。   
スペインは、Carlos V世の晩年1550年から1650年までの1世紀を「黄  
金の世紀」Siglo de Oro と呼ぶ。次のFelipe2世の時代（1556－1598）には、  
Velasquez，EIGreco，RopedeVega，Cervantesなどが輩出して、文化の面で  
もスペインの黄金時代にふさわしい隆盛時代を創出した。政治の分野では、父  
王の場合とちがって、神聖ローマ皇帝となる意志はなく、皇帝位は叔父に委せ  
内政に集中した。しかし、Habsburgの紐帯は維持し、Wien－Madrid枢軸を  
堅持することを外交の基本政策とした。第3次イタリア戦争の勝利でフランド   
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ル、イタリアの大部分、スペイン本土を確保してヨーロッパの安定勢力となり、  
内政では聖職者・貴族の権利を制限し、異端審問を強化して新教派の潜入を監  
視し、海外からの巨大な富をⅣhdridに集中し、苛酷な絶対主義を構築した。  
1571年にはLepanto沖海戦でトルコ艦隊を破り、1580年には王位継承権を  
主張してポルトガルを併合した。国内においては教会の勢力を国王の下に統率  
する一方、国際的には、Trentoの宗教会議を開き教皇を支援すべく努力した。  
スペインの国民的統一を達成し、宗教改革によるヨーロッパの精神的危機に際  
して旧教世界の革新と統一維持を計った王の功績は大であるが、その強権政治  
は屡々自由の抑圧者との印象を与え、その治世の後半にはスペインの隆盛にも  
漸く影が射し始めた。前後80年にわたるオランダ独立戦争（1572－90が中心）  
と、「無敵艦隊」のイギリスによる覆滅（1588）である。スペインの繁栄はなお  
半世紀以上持続するが、次代の Felipe3世（1578－1621）、Felipe4世（1621－  
1665）は、オランダ独立戦後にひき続き、30年戦争に介入し、スペインの大国  
時代は17世半ばで終了する。スペインがBourbon家に継承され2世紀にわた  
り、ヨーロッパを支配していたスペイン＝オーストリアのHabsburg体制が崩  
壊し、新しい秩序への模索が始ったのは、スペイン継承戦後（170113）以後で  
ある。  
Sicilia並びにPalermoの歴史にも、またその市街構造の上にも、以上のス  
ペイン本国の情勢や国際情勢が色濃く投影している。   
回教徒を半島から放逐してReconquistaを完成し、国民的統一を達成し、さ  
らに大航海時代の開幕によって他の西欧諸国にさきがけて世界に雄飛しようと  
いうスペインの新生の気運を反映してPalermoに新しい動きが見られるのは、  
FerdinandoilCattolicoの時代である。1482年にこの王の名前で勅令が発布さ  
れた。その内容は、公共の目的のために土地・建物の強制収容を認めたもの  
であって、その意図するところは、（1）Cassaro通りと平行な補助道路Via  
Argenteria，Castro，Lattariniを開塾すること。（2）1aKalsa地区の迷路のよう  
な旧アラブ市街を破壊して再開発すること。これは、実際には1ヰ世紀に王権  
の代理者としてこの他に本拠を築いたChiaramoIlte一族の勢力を殺ぐ隠れた  
意図があったと考えられる。（3）Cassaro通りを中心に建築家MatteoCarne－  
1ivariの手になる建築を立てること一などであった。   
このような強権を発動しうることは、王権の強化を物語るものであり、また  
同時に集権化への意志を証明するものであろう。この時代の再開発の結果、配   
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置された建物の分布をみると、宗教的・文化的目的のものよりも、軍事・行政  
上の構築物が優位を占めていることに気づく。Norman時代以来の王宮のある  
広場PianodelPalazzoRealeとは反対の極の、悔や1aCalaの近レ、ところに新  
たに巨大な広場PianodellaMarina，それに隣接して、城塞CastelloalMare  
が設けられた。後者は裁判所や牢獄を兼ね、後には異端審問もここで行われ  
た。広場は、戦捷記念祝典や婚礼も行われたが、囚人の処刑も行われた。この  
二つの権力の中心を結んで途中に、Cattedrale の横に新に Archivescovado  
（1460），さらに少し海側（今日のQuattro Canti附近）に行政官庁のPalazzc．  
Pretorio（今日のP．Municipale）などが、この直線道路を補強ナるかのように  
設置された。この配置からみて海側に重点がおかれていること、スペインが地  
中海における戦略上・貿易上の拠点として重視していたことが推測される。  
CarnelivariはNormanの伝統に立ち、カタロニア様式とルネッサンス様式の  
混合した独自の作風のある当時のSiciliaの代表的建築家で、Aiutamicristo  
（1490），PalazzodeiAbatelli（1488－95），S・Mariadella Catena（1502）など多  
くの作品を手がけており、特に最初の建物はCarlosV世のTunis遠征（153S  
年）の帰途、ここで戦勝祝賀が催されたことで有名である。（なおAragon，  
Castilla合併の年1ヰ79年以降Siciliaは副王統治時代に入る。）   
次の時代、CarlosV世（1516－56）の治世の後半、FelipelI世（1556－98）のそ  
れの前半に当る16世紀中葉は、前の時代の基本方針を徹底ナる形で次の都市  
政策が進められた。（1）Cassaroを海岸の突端まで延長する。（この改造を行っ  
た副王、DonGarciadeToledoの名に因みCassaroはToledo と改称され  
る。）（2）VhToledoを引立たせるような形で、沿道の建築物の美化改装が行  
われる。即ち、王宮の西側の旧城壁の所にPorta Nuova（CarlosV世の凱旋  
を記念し1535年建てる）、海岸の突端に Porta Felice（1582－164ヰ），PalaヱZO  
Pretoria前に同名の広場と噴水（1573、副王DonPedroのFiren2＝eの別荘か  
ら移送された）、CattedraleとPretoria広場との間にPiazzaBologniを、設  
して結節点とした。   
この改造によってPalemo の市街の海港都市としての象徴性は一段と強調  
されることになった。PortaNuovaはMonrealeを透視画的に門の枠内に収め  
るように作られ、PortaITeliceは海に向って開き、海から内陸に向って遠近法  
的に視線が収赦するような市街の構造がいやが上にも強調されることになっ  
た。この時期の建築物は枚挙に戦がない程であるが15－、芸術様式としてはルネ  
ッサンスからマニエリズムを経てバロックに移行ナる時期であり、その華美な   
イ タリ ア南部他国  Palermo 周辺地図  Palermo 市街図  
イタリア政府観光局刊‘EL’ltalia”，Rivistainternazionaledcll’EnteNa乙i〔一nate  
lt81iano perilT11rismo．Ye8r XXVIII（J11ne1975）から収録  
Blue Guide Sicily（Berln）  B］ue Guide Sicily（Benn）   
シチーリアにおけるゲーテ  
ファサードや鐘楼がToledo通りの特にその海側の半分を埋めて、Palermoの  
市街にアラブ＝ノルマンの時代層とは別種の相貌を与えることになった。   
スペイン時代最後の市街改造は、17世紀初頭のViaMaqueda開削をもって  
終る。この工事は、1600年に副王DonBernardinodeCardinesyMaqueda  
により行われたのでこの名がある。これはPretoria広場の近くのViaToledo  
に以前から存在したPiazzaViglienaにおいてToledo と直交し南北に延びる  
直線道路で、この道路の開通は、フェニキア・アラブ以来の海から内陸へとい  
う伝統的志向性と背反するものであったが、新旧道路の交錯は新しい結節点を  
作り、かえって遠近画法的効果を強調する結果となった。PiazzaViglienaは  
QuattroCanti（四辻）と俗称され、その四隅にSiciliaを代表する4人の王や  
4人の守護神の彫像が立ち、そこで交錯する新旧2本の道路の周辺には新たに  
建物が立ち並びバロック時代のSiciliaを象徴する地域になった。17世紀を代  
表する建築物はS．Giuseppe deiTeatini（161245），S．Teresa della Kalsa  
（1686）など無数にあるが1飢、これもGoetheとの関連で、稿を改めて論ずるこ  
とにする。このようなシシリアン・バロックのきらびやかで重厚な粧いのなか  
で、商業国家特有の脆弱さを秘めながらも、王権の伸長のもとで諸侯の廷臣化  
が進み、palermoの都市化が行われた。海外発展を遂げたスペインの「資金の  
世紀」が、Palermoの繁栄、その市街の構造の変化に密接につながり、時期的  
にも照応していることは注目すべきことである。そこには、地中海世界におい  
て同じ海洋民族として発展し、またアラブによる征服とReconquistaとを等し  
く経験し、印欧語族とセム・ノ、ム語族の文化の混清の中から育ったという共通  
の体験に基く文化の親近性が根底に存在すると考えられる。海の文化としての  
特質をもつバロックの文化は、この二つの文化を結合する本質的な紐帯である。   
Goetheは、Palermoの歴史には余り興味を示さなかったが、Palermoにお  
いては歴史が都市の構造景観と深く結びつき文化の在り方を本質的に規定して  
いる。Siciliaを征服した民族はいずれも海洋民族あるいは海洋発展の志向をも  
った民族であったが、Palermo並びにSiciliaの文化の特質は、第一に海によっ  
て規定されていること、第二にフェニキア・アラブなどセム・ハム語文化、お  
よぴその影響の強いスペイン文化（いずれも海洋文化としての性格をもつ）の強  
い影響の中で発展し前後、二度にわたってその文化の根抵を規定されているこ  
とであり、Palermoほど鮮明にその基本的性格が外形に現われている都市は存  
在しないのである。  
（続痛：シチーリアにおけるゲーテ その二）   
50  桂  芳 樹  
1）Goetheがイタリア旅行に際し参照した文献は彪大なものであるが、そのうち  
Sicilia関係の主要なものは次の通p。   
（1）Volkma†1：Historische－Kritische Nachrichten vonItallen．Leipzig，1770－  
71． 3Bde  
（2）Johann Hermann von Riedesel：Rei只e durch Sizilien und Griechenland．  
ZllrlCh，1771  
（3）Patrick Brydone：A Tourthrough Sicily and Malta．London，1773  
（4）Compte de Borch：Littolog】e SICilienne ou conaissance dela nature des  
pierres de18．Sicile．Rome，1778  
（5）Abb6de Saint Non：Voyage pittoresque ou description desRoyaumesde  
Naples et dela Sicile．ParlS，1781－86  
（6）Friedrich Mtlnter：Nachrichten von Neapelund SizilienaufeineReisein  
denJahren1785－86．Copellhagen，1790  
（7）JohannHeinrichBartels：且riefeuberCalabrienund Sicilien，3Bde．G6t－  
tingen，17＄792  
17・18世紀の西欧よりイタリアヘの旅行者記録に関する研究は次の文献がある。  
FranCO Verlturl：L’Italia fuorid’Italia，Storia d’Italia，VO13．Dalprimo  
Settecento all’Unit畠，p，987」117．（Einaudi，1976）   
2）Goethes Werke，Hamburger Ausgabe．Bdll．S280－281   
＄）Ibid．S．298－300：“Die Klarheit des Himmels，der HauchdesMeeres，die  
D（1fte，WOdurchdie GeblrgemitHimmelllnd Meergleichin elnElementaufge16st  
Wurden，alles dies gab Nahrung meinen Vors温tzen，   
4〉Ibid．S．230－31：“HatmansIChzlichtringsumvomMeereumgebengesehen，  
SO hat man keinen Begriffvon Welt und von seinem Verh注Itnis zur Welt”．   
8）Goetheは地名や建築の名前など固有名詞を、知っている場合でも記載しないこ  
とが多い。従って以下の要約も確定している限り具体名をあげてある。これについては  
Ren∈Michea：LevoyageenItalie de Goetheおよぴ、Hamburg版Goethe全集  
の注を参照。   
a）Ren昌Michea．Le voyage enItalie de Goethe．S．349   
7）Goethes Werke，Bdll．Anmerkungen desIierausgebers．S．561568   
8）Ibid．S．86－87．1786年10月8日の項。  
9） エbid．S．232   
10）Ibid．S．234  
11）Lessico UnlVerSaleItaliano，VO15．p．266  
12）Goethes Werke．Bdll．S．22930  
1S）Palermo の都市発達史については Cesare de’Seta：La citt左 dalmmagjne  
simbolica a proiezione urbanistlCa，Palermo．（Storla d’ltalia．vo16．p．350－362）  
から示唆を得ること多大である。   
川 PaulRenucci：Storiad’Italia．2．Da11aCadutadell’ImperoRomanoalsecolo  
XVllI，P．113536・IIcentro Palermitano．Siciliaでの翻訳活動は1130－1180年間  
に集中している。なお、AristippoはCatania副司教。のち提督MalOneの後を襲い  
Guglielmol世のもとで首相となる。  
1旨）主なものは、S．MariadeiMiracoli（1547），S．GiovannideiNapoletani（1526－   
シチーリアにおけるゲーテ  
1717），S．Caterim（1566－96），S．Giorgio deiGenovesi（1576－91）など。  
18）他に、ChiesadlGes血（15641633），LaPiet象（1689），FontanadiGaraffo（1698），  
Santl⊥ariodlS・Rosali8．（M・Pe11egTino．1625），Villaもutefa（BagheTia．1658）など。  
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